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＜連絡事項＞

· 本日までに、プログラム担当（佐々木）に3月分のプログラムテキストを提出すること。

· 2/20（土）までに、医療福祉学会用のパワーポイントを作成し、提出すること。

· 今週、院内研修あり（18日・19日）。各自出欠入力する事。

＜青明舎登録者様　情報交換＞

· 柳町　信之　様～自宅の水道管が凍結したとのことで、先週金曜日、ナイトケアに飲用水を調達に

来られている。週末、飲用水が無くなった時や洗濯をしたい時は、青山荘も利用出来ること本人様に説明。青山荘管理者にも情報提供し、本人様が来荘した際は支援を行っていくとの返答頂いている。

⇒水道管凍結については、毎週末に本人宅を訪ねているという兄様に情報提供し、様子を見て頂く事としている。

· 我満　奈津紀様～娘様が根城小学校（特別学級）に転校する件について、来年度からの予定であっ

たが、今年度の転校に早めることも可能であると根上小学校担任から説明受けたとのこと。また、現在、体験登校が週1回（水曜日）だが、それ以外の曜日も登校できるようであれば登校しても良いとのこと。娘様が学校に行けた時は、デイケア来所し話をしたいと話されている。

金銭面について、実家の父親様が職場を解雇になったとのことで、実家の今後の生活が気になるとのこと。自身の生活費については、現在、月21万円（障害者年金＋生活保護＋母子加算＋冬期加算）生活費として支給されているとのことで、内訳をデイケアスタッフに見せている。急激な増額となった為市役所にも確認したが、金額に誤りは無かったとのこと。以前は月15万円で生活していた為、余った分は貯金をして備えておくと話されている。青明舎にも内訳を知らせて欲しいこと、本人に説明していく。

また、実家に帰ることで自分の気分転換にもなるので、お父様が職場解雇となった事もあり、帰る機会を増やそうかと思っていると本人話されている。

· 繁名　和恵　様～先々週の金曜日、青明舎スタッフが本人宅訪問し、現在の生活状況について振り

返りを実施。デイケア欠席が多く、生活の自己管理が不十分な状態であること、同状態が続くようであれば、転居など他の方法を考慮していかなくてはいけないこと説明。本人は、現在のパンションにいたいと希望あり、その為には生活の自己管理（その内のひとつとしてデイケア通所）を行うこと説明。

本日、本人より青明舎に電話連絡あり。「郷ひろみの元奥さんが、デイケアを辞

めろ、デイケアには行くなと言ってくる」「行きたいけど遮られる感じがする」と訴えている。頓用薬のリスパダールを服用し様子を見て、良くなったらデイケアに行くように説明。再度連絡があり、「胸と頭から幻聴が流れてくる感じがする。デイケアには行けない」と訴えている。その段階でまだリスパダールを服用していなかった為、服用するように促している。

⇒次回デイケア来所時に、デイケアスタッフとも生活状況の見直しを行う。日

中の活動を維持するためにも、デイケア通所を続けることを目標にするよう説明していく。青明舎からも一貫した対応を行っていく。

· 種本　サハ　様～2/1に八戸赤十字病院（整形外科）受診し、膝の痛み止めを1ヶ月分処方受けて

いる。2/12（金）も同様に膝の痛みを訴え、デイナイトケア欠席し八戸赤十字病院受診。「膝が変形していると説明された。通所までうまく歩けない」と訴えている。本日もデイナイトケア欠席希望されていたが、再三の促しにて来所。エレベーターの利用を希望されている為、痛みが弱い方の右足から踏み出し、ゆっくり階段で2階に上るように促すと、ゆっくりと上ることが出来ている。普段の歩行はスムーズで、帰宅時は早足で歩いている様子もみられている。介護認定で要介護と認定されたことを本人気にしており、自己評価が下がっているとも考えられる。

⇒出来ることは自分で行うように促し、自信をつけて頂くとともに、残存能力を維持していく。

· 其田　淑子　様～1/15からの生活費を12/30から前倒しして使用している状態であったが、2/14

の生活費残金183円。実質、1ヶ月分の生活費で1ヶ月半やりくり出来ている。本日、生活費が入ったことで、通所・帰宅時にタクシーを使用すると話されている為、やりくり出来たことを評価しつつ、倹約を促していく。

⇒路面状況が悪い時、帰宅時に見送りを実施継続し、タクシー利用を控えて頂く。

· 森　　彩子　様～先週、本人より電話連絡あり。1月より、精神的に体調を崩し自宅に引き篭もっ

ている状態であると話す。「人に会いたくない。買い物にも行けず、食事もほとんど摂っていないから、痩せた」と話されている。主治医のいる八戸赤十字病院精神科への通院は、タクシーを使用して行っているとのこと。「入院が不安だったが、日赤の先生に入院しなくてもいいと言われたから安心して、デイケアに電話が出来た」と話す。社会福祉協議会の間山様のことは信頼しているが、精神的な病状について理解をしてくれないとのことで、病状についての相談は出来ていないとのこと。タクシー代による出費を指摘されている為、デイケアスタッフから説明をして欲しいと希望あり。後日、デイケアスタッフから社会福祉協議会の間山様に生活状況の確認も兼ねて連絡をとってみる事としている。

· ナイトケア利用者様のアパート、グループホームの洗濯機が凍結することが増えている。凍結時は青山荘や青陽館の洗濯利用を促しているが、生活状況について青明舎へ確認を依頼していく。

＜利用者様情報＞

· 鈴木　恵美子様～先週金曜日に砂糖1kgをデイケアに持参しているのを発見している。持ち帰るよ

うに説明しているが、持ち帰らずコーヒー用のバッグにしまい込んでいる。そのことについて指摘すると、「これ○○さんのバッグだよ」「○○さんに砂糖入れて欲しいって頼まれた」などと誤魔化しており、内容もつじつまが合わず。本人、砂糖を含んだ飲料を飲んでいることが多いこと、採血前など過度に糖分摂取を控え、低血糖となり体調を崩していることを指摘。そのような食生活では、糖尿病が悪化する可能性がある為、一貫して食事調整を行う必要があること説明しているが、本人頷くのみで理解は乏しい様子。

＜デイケア事例検討＞

荒木地　和弥様（21）男性　統合失調症

利用開始日：平成20年11月14日（1年2ヶ月）

治療計画　：①ＳＳＴやスタッフとの面談を通して、コミュニケーション能力の向上を図る。

　　　　　　②遅刻、欠席の連絡を定時までに確実に行うようにし、責任性を養う。

　　　　　　③決められた利用日に通所することで、就労に向けて生活リズムを確立させる。

検討内容　：今後の対応について

本人の様子・評価

· 10～11月にデイケア利用を増やしたいと本人希望あり、出席率も90～95％。その後、1月に友人とトラブルがあってから、精神的不調や頭痛を訴え欠席することが増えている。

· 不調を訴えの欠席に加え、「ハローワークに行きたい」「友人（面識のない人）に会いに行く」と話し、私用での欠席も多い。本人曰く、「仕事をしたい」「交流を広げたい」と話す。

· デイケア利用や、仕事探し、交流を広げるなど、様々なことに手を広げるとその分精神的に負担がかかり、不調や頭痛に繋がるのではないかと指摘するが、「何もしてなくてもストレスになるから、自分は大丈夫です」と話されている。

· 行動を広げるにしても、利用日に時間を守ってデイケアに来所する等、現在行うべきことにけじめをつけるのが先決ではないかと説明。デイケア利用を減らす、就労についての許可等、マナクリニックの担当医に相談してから動くようにと説明するが、承諾を得る前に自分で行動に移しており、理解は乏しい様子。

· マナクリニックの担当医からは、就職活動を行う時は、青明舎などの就労支援サービスを利用するように説明されており、当院の担当医（猪股Dr）からも同様の説明を受けている。本人は納得していないようで、非開示での仕事を自分で探している様子。

· 両親からは、「仕事を無理に本人に勧めると負担になるので、デイケアのスタッフからは就労は進めないで欲しい」とのこと。両親としては就労を希望しているが、仕事をして欲しい時は、両親から本人へ促していくとのこと。

· 本人は、自分の両親に対して「自分を認めていない気がする。適当だ」と不満話されている。

検討結果

· 現在行うべき事、行動の優先順位を振り返って頂く。また、デイケア利用については、自身で定めた利用日に責任を持って来所すること説明。

· 就労への動機の振り返りを行い、就労活動や友人との交流に関してはデイケア利用日以外の日に行うように、今後も繰り返し説明を行っていく。

＜外来患者様情報＞

· 我満　奈津紀様～娘様の転校（根城小学校の特別学級）が3/1に決まったとのこと。自身の体調に

ついては、精神的にはだるさや疲労はあるが、うつ的ではないと話す。交際相手と会っていた方が落ち着くが、今は娘様の事で頭がいっぱいとのこと。

· 藤村　　翔　様～自宅外泊に行ったが、幻聴はなく、内服も忘れずに行うことが出来たと話す。青

山荘の当番もしっかり行っているとのこと。

· 田中　　一　様～記録によると血圧は安定している。本日は血圧144/90mmHg。「昨日は高かったで

す」と本人話す。市役所からメタボリック症候群の健診ハガキが来たとのことで、持参している。「ここでは受けさせてもらえないんですか」と質問している為、当院で健診の委託はしていないので、案内にある健診センターで受けるように説明している。
















